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では2000年（ゼロ年）代と2010年代の対比を視野に，2004 ～ 2009年および2010 ～ 2016年とい
う括りにしている。














新興4か国 南アフリカ - 28.9 28.1 （2016年） 米州 アメリカ 11.8 11.0 10.3 （2016年）
ブラジル 18.6 17.7 18.9 （2016年） カナダ 29.5 28.9 28.4 （2016年）
インド 13.4 12.8 12.8 （2011年） メキシコ 15.3 13.5 12.5 （2016年）
中国 31.6 40.7 44.9 （2015年） ベネズエラ - 0.2 0.2 （2012年）
アジア 日本 18.4 17.7 17.3 （2016年） コロンビア 9.8 9.6 9.5 （2016年）
韓国 10.2 10.0 10.1 （2015年） ペルー 4.4 4.8 5.7 （2016年）
台湾 39.9 39.3 39.3 （2010年） チリ 15.6 17.0 19.6 （2016年）
香港 22.7 24.9 26.1 （2016年） パラグアイ - 6.2 6.7 （2015年）
シンガポール 18.6 19.8 21.2 （2015年） ウルグアイ 16.6 29.1 30.1 （2013年）
タイ 3.1 3.5 3.5 （2016年） アルゼンチン 33.2 30.0 27.7 （2014年）
マレーシア 10.2 9.0 8.8 （2016年） 欧州 イギリス 28.1 25.4 23.5 （2016年）
インドネシア 9.4 7.0 7.0 （2012年） フランス 8.0 8.0 7.9 （2015年）
フィリピン 11.1 8.6 8.7 （2014年） ドイツ 20.3 18.0 17.0 （2016年）
ベトナム - 14.6 14.6 （2011年） オランダ 20.1 18.4 17.3 （2016年）
カンボジア - 9.6 9.6 （2012年） ベルギー 54.5 54.5 54.2 （2015年）
ラオス - 15.5 15.5 （2010年） スイス 18.5 16.6 15.7 （2015年）
ミャンマー - 1.0 1.0 （2015年） イタリア 33.6 35.8 34.4 （2016年）
スリランカ - 14.9 15.3 （2016年） スペイン 15.7 16.2 13.9 （2015年）
パキスタン 6.1 - 5.6 （2008年） ポルトガル 21.2 18.2 16.3 （2015年）
アフリカ チュニジア - 20.4 20.4 （2011年） ギリシャ 23.4 21.3 18.6 （2016年）
セネガル - 22.4 22.4 （2015年） デンマーク 68.9 69.1 67.2 （2016年）
ウガンダ 1.5 - 1.5 （2005年） ノルウェイ 53.7 52.8 52.5 （2015年）
タンザニア - 29.7 24.3 （2015年） スウェーデン 72.3 67.5 67.0 （2015年）
ザンビア 42.1 26.3 25.9 （2014年） フィンランド 70.1 66.7 64.6 （2016年）




オーストラリア 20.5 16.6 14.5 （2016年） チェコ 18.1 13.6 10.5 （2016年）
ニュージーランド 21.6 19.7 17.9 （2015年） スロバキア 19.9 13.2 11.2 （2015年）
イスラエル - 26.5 28.0 （2016年） ロシア 40.7 32.9 30.5 （2015年）










































































2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
南アフリカ - - - - 51 74 67 99 114 88 110 - 132
102 99 75 57 - - - - - - - - -
ブラジル 299 320 316 411 - - - - - - - - -
- - - - 518 446 554 873 - - - - -
インド - - - - 391 429 - - - 287 150 102 -
456 430 389 423 - - - - - - - - -
中国 - - - - - - - - - - - - -








































































Langford 2010; 權 2005）。
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10
働総同盟・産別会議（American Federation of Labor and Congress of Industrial 
Organizations: AFL-CIO）の1990年代の取組みや行動方針などをめぐって，それ































































































からか，先進国の社会運動ユニオニズムへの関心が強い（新川・篠田 2009; 山田 2014）。ただし新川・
篠田（2009）は1980年代の韓国の労働運動を，また遠藤（2012）は新しい労働組織の観点から韓国
に加えて，中国の草の根労働NGOについて論じている（澤田 2012）。
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（New Trade Union Initiative: NTUI）は，特定の政治思想にとらわれず，幅広
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人口　（人） 出生率　（人） 出生時平均余命（年） 5歳未満乳幼児死亡率（人）
1980年 2019年 この間の年平均成長率 1980年 2018年 1980年 2018年
この間の
伸び 1980年 2019年
南アフリカ 28,556,769 58,558,270 1.86% 5.0 2.4 58.1 63.9 5.8 年 92.2 34.5
ブラジル 120,694,009 211,049,527 1.44% 4.0 1.7 62.6 75.7 13.0 年 96.1 13.9
インド 698,952,844 1,366,417,750 1.73% 4.8 2.2 53.8 69.4 15.6 年 167.9 36.3
中国 981,235,000 1,397,715,000 0.91% 2.6 1.7 66.8 76.7 9.9 年 62.2 7.9












南アフリカ 830 1,156 1,364 3,753 3,176 2,964 3,496 3,683 3,514 4.2倍 3.8%
ブラジル 2,350 4,620 6,554 22,089 18,022 17,957 20,628 18,855 18,398 7.8倍 5.4%
インド 1,863 3,210 4,684 16,756 21,036 22,948 26,528 27,132 28,751 15.4倍 7.3%
中国 1,911 3,609 12,113 60,872 110,616 112,333 123,104 138,948 143,429 75.0倍 11.7%




















































































































(1) 南アフリカ GDP (2) ブラジル GDP


































































































































































































































南アフリカ 13.5 15.7 12.4 7.3 5.1 5.8 5.3 4.5 6.6 5.2 4.5 4.1 5.3
ブラジル 132.4 532.3 1667.2 19.3 8.7 5.1 5.9 9.0 8.7 3.4 3.7 3.7 6.4
インド 10.5 7.9 10.2 8.9 3.9 7.1 9.5 5.9 4.9 2.5 4.9 7.7 6.4






国 1980年（1） 2018年（2） 1980年 2002年 2017年（3）
南アフリカ 15歳以上 76.2 87.0
- 82.5 104.7
15～24歳 85.2 95.3
ブラジル 15歳以上 74.6 93.2
- 110.0 100.8
15～24歳 83.9 99.2
インド 15歳以上 40.8 74.4
28.9 47.1 73.5
15～24歳 53.8 91.7




















南アフリカ 55.5 （2014年） 18.9 37.6 （2014年）
ブラジル - 4.4 9.2 （2018年）
インド 21.9 （2011年） 21.2 60.4 （2011年）







下位10％ 下位20％ 上位20％ 上位10％
南アフリカ　（2014年） 0.63 0.9 2.4 68.2 50.5
ブラジル　（2018年） 0.54 1.0 3.1 58.4 42.5
インド　（2011年） 0.38 3.3 7.7 46.2 31.7
中国　（2016年） 0.39 2.7 6.5 45.3 29.3
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の政治闘争においても重要な役割を担った（Webster 1988; Seidman 1994; 
Moodie 2010; Theron 2016）。このような労働組合の活動は，同国におけるそれ
までの労働運動とは根本的に異なるものであり，その意味で「新しい労働運動」
であった。これらの労働組合は，1985年に労働組合連合，南アフリカ労働組合






























になったのである（Webster and Adler 2000, 8-10）。
　南アフリカが民主化と共に国際社会に復帰したことはまた，国内の労働市場に


































































　南アフリカ史において「ダーバン・ストライキ」（Webster and Adler 2000, 1; 













の経済力強化（black economic empowerment: BEE）政策においても黒人にカラードとインド系
が含まれているからである。
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第1章　南アフリカにおける「新しい労働運動」の変遷―南アフリカ労働組合会議（COSATU）に注目して―
























































































アフリカの政治状況によるところが大きかった（Webster 1988; Buhlungu 2010; 




問題だった（Baskin 1991, chap.2; Webster 1988）。1980年代半ばになると，政
府が非常事態宣言を発令したため，多くの人びとが裁判を受けずに長期間，逮捕
拘禁される事態となった（トンプソン 1995, 405-417）。1986年6月に全国に非常






























5）FCWUは後に食料関連労働者組合（Food and Allied Workers Union: FAWU）に統合された。




（Theron 2016, 121-147, 158-165）。
　他方で，労働組合の側が市民組織との連帯のために行動を起こすこともあった。
例えば，COSATU結成から遡ること1年前の1984年11月，プレトリア・ウィッ

















































全 国 経 済 開 発 労 働 評 議 会（National Economic, Development and Labour 
Council: NEDLAC）が設立された。NEDLACは，政治的移行期の1992年に政府，
労働者，経営者それぞれの代表者の間で社会経済政策の内容について議論するた
めに設立された全国経済フォーラム（National Economic Forum: NEF）6）の後継
にあたる。COSATUが民主化後もNEFのような交渉の場を維持すべきであると
要求したことで，NEDLACの設立が決められたという（Bassett 2017, 776-777）。










and Adler 2000, 9; Bassett 2017, 778）。これは三者同盟がもたらした重要な成
果である。
　1995年の「労働関係法」（Labour Relations Act, No. 66 of 1995）は，労働組
合による労働者の組織化と交渉の権利を手厚く保障する内容となっている





























COSATUだった（Webster and Adler 2000, 2）。それに対して，1996年に政府
が新たなマクロ経済政策として発表した「成長・雇用・再分配―マクロ経済戦略」














































合（Association of Mineworkers and Construction Union: AMCU）が組合員数
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労働組合連合の結成という，COSATUの「危機」と表記される事態をもたらし














































月 に は バ ビ がCOSATUか ら 追 放 さ れ た（Satgar and Southall 2015, 14-19; 
Pillay 2015a, 125-128）。NUMSAは当初，この決定について争う姿勢を見せたが，
最終的にはCOSATU内の主導権争いに敗れたNUMSAとバビにより新労働組合
連合が設立され，NUMSAに同調して食料関連労働者組合（Food and Allied 
Workers Union: FAWU）がCOSATUを脱退した。
　NUMSA主導の新しい労働組合連合は，2017年4月，南アフリカ労働組合連
合体（South African Federation of Trade Unions: SAFTU）として結成された。
SAFTU初代書記長にはバビが就任した。SAFTU創設大会には69万人を超える




















of Unions of South Africa: FEDUSA），全国労働組合評議会（National Council 















































1985 1987 1989 1991 1994 1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2016 2017 2018
図1-1　COSATU加盟労働組合の総組合員数の推移　1985～2018年
 （単位：1,000人）










9） 2015 ～ 2018年にかけての総組合員数減少の理由は，FAWUの脱退と，南アフリカ輸送関連労働者
組合（South African Transport and Allied Workers Union: SATAWU）がリーダー間の権力闘
争により分裂し，組合員数を半減させたことによるものである（COSATU 2018, 27）。




















NUM 270,000 311,000 311,000 290,000 279,000 262,000 272,000 310,382 250,256 184,650
NUMSA 273,000 170,000 220,000 200,000 173,000 217,000 236,909 291,025 - -
FAWU 129,000 121,000 140,000 119,000 119,000 115,000 118,974 126,930 126,995 -
SACCAWU 97,000 102,000 102,000 102,000 102,000 108,000 115,488 120,352 120,352 120,352





NEHAWU 18,000 64,000 163,000 235,000 235,000 204,000 230,445 260,738 277,317 275,083
SADTU - 59,000 146,000 219,000 215,000 224,000 236,843 251,276 248,969 251,202
SAMWU 60,000 100,000 117,000 120,000 120,000 118,000 135,906 153,487 150,923 148,215
POPCRU - - 45,000 71,000 67,000 96,000 125,732 149,339 156,505 159,970




SATAWU 70,000 74,000 91,000 103,000 74,000 133,000 140,392 159,626 218,014 101,458
（出所）COSATU （2012, 6; 2018, 19）より筆者作成。
（注） （1）本文や注で言及していない労働組合の正式名称は以下の通り。警察・刑務所市民権労
働組合（Police and Prisons Civil Rights Union: POPCRU），南アフリカ民主看護組合
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第1章　南アフリカにおける「新しい労働運動」の変遷―南アフリカ労働組合会議（COSATU）に注目して―
労働者組合（National Education Health and Allied Workers Union: NEHAWU）
は，1994年には組合員数が6万4000人に過ぎなかったが，2018年には27万
5000人を超えており4.3倍に増えている。公立学校の教員による南アフリカ民主
教員組合（South African Democratic Teachers Union: SADTU）も，1994年の
5万9000人 か ら2018年 に は25万1200人 で4.25倍 の 増 加 で あ る（COSATU 












ータリング関連労働者組合（South African Commercial, Catering and Allied 
Workers Union: SACCAWU）は，1991年の9万7000人から2012年には12万人































産業において労働市場の柔軟化が進んだことを指摘している（Von Holdt and 
Webster 2005; 2009; Theron 2005; Pillay 2008; Bezuidenhout 2008; Cornell 
2009; Kenny 2009; Di Paola and Pons-Vignon 2013; Stewart, Bezuidenhout 







































































































2000 16,078 12,336 65.1 23.3 - - - - - - - - - -
2004 15,924 12,265 70.8 23.0 - - - - - - - - - -
2009 18,306 13,830 70.8 24.5 33.8 11,833 46.7 61.0 58.0 30.5 78.1 11.3 64.5 29.8
2014 20,268 15,117 71.7 25.4 35.8 12,992 48.9 64.9 60.8 31.8 81.1 15.5 62.9 29.7
2019 23,109 16,375 68.5 29.1 38.5 13,739 48.3 66.0 60.4 29.8 80.0 13.2 61.3 29.7
（出所） 2000年と2004年は9月でStatistics South Africa （2009）の改訂値，2009年，2014年，
2019年は第3四半期でStatistics South Africa （2019b）より筆者作成。
（注） *フォーマル・セクターの就業者数からは農業と家事サービス業を除く。**労働組合加入率
は2009年ではなく2010年の数値。
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第1章　南アフリカにおける「新しい労働運動」の変遷―南アフリカ労働組合会議（COSATU）に注目して―











の少なくとも20％，建設業では60 ～ 80％に至るとの報告もある（Pillay 2008, 
50-51）。非正規雇用の増加は民間企業に留まらない。地方自治体の提供する公
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ーマーケット・チェーンのショップライト各店において非正規労働者を中心とする
ストライキを実施した（Buhlungu 2010, 93-94; Von Holdt and Webster 2009, 67-


























































13）2019年8月27日にジャーミストンにて実施した筆者によるMr. Igshaan Schroeder（CWAO Co-
ordinator）へのインタビュー。






























15）2019年5月の総選挙後，労働雇用省（Department of Labour and Employment）と名称が変更さ
れたが，本章では労働省（Department of Labour）で統一する。


































































































ドバイス・オフィス（Casual Workers Advice Office: CWAO）というNGOが
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2015）を開始したことが，CWAOを訪ねる非正規労働者の増加につながった19）。


























































た筆者によるMr. Igshaan Schroeder（CWAO Co-ordinator）へのインタビュー。




























































23）2019年9月3日にジョハネスバーグにて実施した筆者によるProf. Eddie Webster （Southern 
Centre for Inequality Studies, Witwatersrand University）へのインタビュー。ならびにProf. 
Karl von Holdt（Senior Researcher, Society, Politics and Work Institute, Witwatersrand 
University）からの2019年9月2日付電子メールによる回答。第3節3-3で論じたハイネケン社の事
例におけるFAWUは元COSATU加盟労働組合で，現在はSAFTU加盟労働組合である。
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AMCU Association of Mineworkers and Construction Union 鉱山労働者建設組合
ANC African National Congress アフリカ民族会議
BEE black economic empowerment 黒人の経済力強化
CCMA Commission for Conciliation, Mediation and Arbitration あっせん・調停・仲裁委員会
COSATU Congress of South African Trade Unions 南アフリカ労働組合会議
CWAO Casual Workers Advice Office 臨時労働者アドバイス・オフィス
CWU Communications Workers Union コミュニケーション労働者組合
DENOSA Democratic Nursing Organisation of South Africa 南アフリカ民主看護組合
FAWU Food and Allied Workers Union 食料関連労働者組合
FCWU Food and Cunning Workers Union 食料・缶詰労働者組合
FEDUSA Federation of Unions of South Africa 南アフリカ労働組合連盟
FOSATU Federation of South African Trade Unions 南アフリカ労働組合連合
GEAR





NACTU National Council of Trade Unions 全国労働組合評議会
NEDLAC National Economic, Development and Labour Council 全国経済開発労働評議会
NEF National Economic Forum 全国経済フォーラム
NEHAWU National Education Health and Allied Workers Union 全国教育保健関連労働者組合
NUM National Union of Mineworkers 全国鉱山労働者組合
NUMSA National Union of Metalworkers of South Africa 全国金属労働者組合
POPCRU Police and Prisons Civil Rights Union 警察・刑務所市民権労働組合
PWV Pretoria, Witwatersrand, Vereeniging プレトリア・ウィットウォータースランド・フェレニーヒング
RDP Reconstruction and Development Programme 復興開発計画
SACCAWU South African Commercial, Catering and Allied Workers Union
南アフリカ商業ケータリング関連労
働者組合
SACP South African Communist Party 南アフリカ共産党
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略称 正式名称 日本語訳
SACTWU Southern African Clothing and Textile Workers Union 南部アフリカ衣料繊維労働者組合
SADTU South African Democratic Teachers Union 南アフリカ民主教員組合
SAFTU South African Federation of Trade Unions 南アフリカ労働組合連合体
SAMWU South African Municipal Workers Union 南アフリカ地方自治体労働者組合
SATAWU South African Transport and Allied Workers Union 南アフリカ輸送関連労働者組合
UDF United Democratic Front 統一民主戦線














new unionism/o novo sindicalismo1）） と 称 さ れ た（Seidman 1994; Antunes 

















































　20世紀半ば，ヴァルガス（Getúlio Vargas）政権（1930 ～ 45年，51 ～ 54年）
が発足し，「新国家」（Estado Novo）体制という権威主義にもとづく中央集権的
な近代国家の建設を推し進めた。ヴァルガス政権は，労働者を保護する「統一労













ジルの労働運動は新たな局面を迎えた（Antunes 2003; Giannotti 2007; ファウス


































2）IBGE Séries Históricas e Estatísticas.


















らの活力を取り戻していった（Seidman 1994; Antunes 1995; 2003, 58-75; 
Souza 2009, 12-130; Sluyter-Beltrão 2010; Rodrigues 2011, 15-41; Antunes and 





































解 雇 手 続 き の 簡 素 化 な ど が 施 行 さ れ た（ 上 谷2007, 112-119; Antunes and 
3）労働に関する「ブラジル・コスト」としては，非賃金コストのほか，被雇用者の法的な優遇やそれに
起因する労働訴訟の多さなどが挙げられる。
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第2章　ブラジルの「新しい労働運動」から誕生したCUTの変遷
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る（Trópia, Galvão and Marcelino 2013; Galvão and Laurence 2014; Antunes 
and Santana 2014, 18-20; Galvão, Marcelino and Trópia 2015; Ladosky and 
Rodrigues 2018; Carvalho and Costa 2018）。労働者党は国内最大の労働組合
CUTを主要な支持団体としているが，労働組合は自らの主義・主張や政府の方







「闘争の国家協調」（Coordenação Nacional de Lutas：Conlutas），2006年に「イ
ンター組合」（Intersindical），2007年「ブラジル労働者中央労働組合」（Central 
dos Trabalhadores e Trabalhadoras do Brasil：CTB）をそれぞれ結成した。ま
た2007年には，CUTだけでなくCGTやFSからの離脱者により「一般労働組合」








2004 → Conlutas CGT⇒CGTB
2005 → NCST
2006 → Intersindical UST








10）2004年に「ブラジル労働者総同盟」（Central Geral dos Trabalhadores do Brasil：CGTB）と名称
を変更。




顕 在 化 し た。 そ し て，2005年 に「 労 働 者 新 中 央 労 働 組 合 」（Nova Central 









































数（人） % 数（団体） %
CUT 3,878,261 30.4 2,319 21.2
UGT 1,440,121 11.3 1,277 11.7
CTB 1,286,313 10.1 744 6.8
FS 1,285,348 10.1 1,615 14.8
CSB 1,039,902 8.2 597 5.5
NCST 950,240 7.5 1,136 10.4
Conlutas 286,732 2.3 105 1.0
CGTB 239,844 1.9 217 2.0
CBDT 85,299 0.7 94 0.9
Pública 16,580 0.1 21 0.2
Intersindical 1,739 0.0 1 0.0
CUPSPB 875 0.0 3 0.0
UST 791 0.0 6 0.1
加入加盟未回答/非登録労組本部 2,245,076 17.6 2,791 25.5
合計 12,757,121 100.0 10,926 100.0
（出所） 経 済 省 労 働 局のサイトhttp://trabalho.gov.br/noticias/3202-divulgada-
relacao-das-centrais-sindicais-certificadas-para-2016（2020.1.9アクセス），
































and Rodrigues 2018; 小池 2019; 堀坂・子安・竹下 2019; 近田 2020）。
　テメル政権下での労働運動にとって極めて重要な変化として，2017年の労働
12）2017年末にPMDBから「ブラジル民主運動」（MDB）へ改称。





























































16）発言のポルトガル語は「Funcionava como um ‘Sindicato do Trabalho’ e não como um 
ministério」（Xavier 2018）。
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CBDT ブラジルの民主的労働者中央労働組合 Central do Brasil Democratica de Trabalhadores
CGT 労働者総同盟 Central Geral dos Trabalhadores
CGTB ブラジル労働者総同盟 Central Geral dos Trabalhadores do Brasil
Conclat 労働者階級の全国会議 Conferência Nacional das Classes Trabalhadoras
Conlutas 闘争の国家協調 Coordenação Nacional de Lutas
CSB ブラジル中央労働組合 Central dos Sindicatos Brasileiros
CSP 
Conlutas 民衆中央労働組合 Conlutas
Central Sindical e Popular 
Conlutas
CTB ブラジル労働者中央労働組合 Central dos Trabalhadores e Trabalhadoras do Brasil
CUPSPB ブラジルの公務員統一中央労働組合
Central Unificada dos 
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do Brasil
CUT ブラジル中央統一労働組合 Central Única dos Trabalhadores
FS 労働組合の力 Força Sindical
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Instrumento de Luta e 
Organização da Classe 
Trabalhadora
NCST 労働者新中央労働組合 Nova Central Sindical de Trabalhadores
Pública 公務員の中央労働組合 Pública Central do Servidor 
UGT 一般労働組合 União Geral dos Trabalhadores
UST 労働者の組合連合 União Sindical dos Trabalhadores
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央労働組合組織」（Central Trade Union Organisation: CTUO）と，ナショナル
センター（およびその傘下の労働組合）が主導する賃金や労働条件の改善，向上を
主要な目的とする運動の動態に関する分析，記述が大きな位置づけにある



























































と り あ げ る 研 究 はDatt（1997），Kannan（1999），RoyChowdhury（2003），



















影 響 力 は 弱 く な っ て い る（Punekar, Deodhar and Sankaran 1994; Venkata 
Ratnam 2006; 太田 2009）。
1-1．独立系労働組合の台頭1）
　インドで最初の労働組合であるマドラス労働組合が誕生したのは1918年であ











共産主義勢力（Shyam Sundar 2005, 921）であった。そこで会議派が過激な労
1）本節の労働運動史は太田（2009）による。



































































































































































































ド最大のナショナルセンターの地位をインド労働者連盟（Bharatiya Mazdoor Sangh: BMS）に明
け渡している。


































































































行われていたからである（Sundaram 1997; Sen 1997; 太田 2011）。CTUOも1980年代から非組
織の組織化に取り組んでいる（Shyam Sundar 2006）。












































































2012）。同時に，1970年にインド共産党（Communist Party of India: CPI）系の
労働組合の全インド労働組合会議（All India Trade Union Congress: AITUC）
が分裂し，インド共産党（マルクス主義）（Communist Party of India [Marxist]: 









ーストライキを支援するために，労働組合連帯委員会（Trade Union Solidarity 
Committee: TUSC）が結成され，それを基盤にする形で，のちのNTUIにつな
13）NTUI副会長（当時。現特別招聘）のD・タンカッパン氏への聞き取り（2007年11月24日実施）。
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がる独立系労働組合の運動を全国に展開することになった。その際，CTUOの1









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ライアンス（Asia Floor Wage Alliance）の国際コーディネーターも務めている20）。
　またタミルナードゥ州のチェンナイ市周辺を拠点とし，NTUI第1期から共同
幹事，幹事を2期ずつ務めているスジャータ・モディーは，「女性労働組合」（Penn 
Thozhilalargal Sangam: PTS）と「アパレル＆ファッション労働者組合」（Garments 
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いが，CTUO認定を希望する労働組合からの申請提出期日直後の2013年4月に，



























































上記 計 9000万～1億 2488万



















































































































（Textile Labour Association: TLC）に設けられた女性部門に求めることができる。
そして1968年に同部門のトップに就任した弁護士イラ・バット主導のもと，
1972年に労働組合としての登録を果たした29）。1974年にはSEWA協同組合銀


























































































































認識と自主教育」（Social Awareness and Voluntary Education: SAVE）は，児童
労働の根絶，女性と若年層のエンパワメント，公正な労働基準の促進，また貧困
層／貧困コミュニティの包括的開発に取り組んでいる34）。SAVE内の1ユニット
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（4）　Women’s Voice（「女性の声」）
























（Working Women’s Forum （India）: WWF（I））である36）。WWF（I）はタミ
35）女性の声および家事労働者組合事務局長のルース・マノーラマ氏および女性の声コーディネーター
兼オーガナイザーのシーラ氏への聞き取りより（順に2008年11月12日，13日実施）。











ンド協同組合ネットワーク社」（Indian Co-operative Network for Women Ltd.）





発 展 の 実 現 を め ざ すNGOに，「 労 働・ 開 発 協 会 」（Society for Labour and 
Development: SLD）がある。2006年創設のSLDも，コミュニティでのパートナ
ーとして労働組合を挙げる37）。労働組合，女性団体，若者が組織する団体，さら
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略称 英語名称 日本語名称 備考






















CPI Communist Party of India インド共産党 政党
CPI（M）














Working Women’s Forum 
（India）
インド働く女性フォーラム NGO
CITU Centre for Indian Trade Union インド労働組合センター CPI（M）系労働組合
BMS Bharatiya Mazdoor Sangh インド労働者連盟 民族奉仕団（RSS）系労働組合
KKPKP
Kagad Kach Patra Kashtakari 
Panchayat
有価廃棄物収集労働者労働組合 独立系労働組合
GKS Gruha Karmikara Sangha 家事労働者組合 WVの姉妹組織
RMMS Rashtriya Mill Mazdoor Sangh 国民繊維工場労働組合 INTUC傘下労働組合
BSU Binodini Shramik Union 娯楽産業労働者組合 NTUI傘下労働組合
SEWA
















Social Awareness and Voluntary 
Education
社会的認識と自主教育 NGO
WV Women’s Voice 女性の声 NGO
PTS Penn Thozhilalargal Sangam 女性労働組合 NTUI傘下労働組合
TLC Textile Labour Association 繊維労働組合 SEWAの結成初期の母体の労働組合
NCL National Centre for Labour 全国労働センター 独立系労働組合
AITUC All India Trade Union Congress 全インド労働組合会議 CPI系労働組合
CTUO
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略称 英語名称 日本語名称 備考
NUWW
National Union of Working 
Women
働く女性全国労働組合 WWF（I）姉妹組織
HMS Hind Mazdoor Sabha ヒンド労働者連盟 独立系労働組合（旧社会党系）
― Prayas プラヤス NGO
―
Malarch Women's Resource 
Centre
マラーチ女性資源センター NGO
NTUI New Trade Union Initiative 新しい労働組合イニシアティブ 独立系労働組合
TUSC




Centre for Labour Research and 
Action
労働調査・行動センター NGO
MAM Majdoor Adhikar Manch 労働者の権利フォーラム 労働組合
LRC Labour Resource Centre 労働リソース・センター SAVE内の労働者支援ユニット
SLD
Society for Labour and 
Development
労働・開発協会 NGO
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活発だった組織であり，記録資料も多い（Walder and Gong 1993; Walder 























































































































































































































































































































































































































































る不当な司法への干渉があることは，環境訴訟分野でも観察されている（大塚 2019; 王・冯 2015）。
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